
　

豊
か
な
伝
統
文
化
・
芸
術
と
世

界
に
誇
る
美
ら
海
を
懐
く
読
谷
は
、

県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
一
方
で
、禍
の
煽
り
は
大
き
く
、

地
域
経
済
や
社
会
の
再
構
築
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
支
え
る
人
材
の
確
保
に
向
け

た
関
係
人
口
の
創
出
や
、
地
域
の

若
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
働
き
方
改

革
を
踏
ま
え
た
土
壌
づ
く
り
な
ど

が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
企

画
・
実
施
さ
れ
た
ひ
と
つ
が
「
読

谷
村 
共
創
・
共
学
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」。
地
域
と
の
交
流
や
人
材
育

成
に
協
力
的
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

参
加
団
体
を
県
外
か
ら
呼
び
込
み
、

彼
ら
と
地
域
社
会
と
が
そ
の
地
域

ら
し
い
新
た
な
価
値
を
共
に
創
造

（
共
創
）し
、参
加
団
体
と
エ
ア
ビ
ー

の
ホ
ス
ト
を
中
心
と
し
た
地
域
住

民
と
が
共
に
学
び
合
う
（
共
学
）

最
初
の
機
会
が
生
ま
れ
た
。

 「
村
外
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
若
者

た
ち
が
地
域
の
現
状
と
課
題
を
把

握
し
、
彼
ら
の
視
点
で
村
の
宝
を

探
し
て
磨
い
て
く
れ
た
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
！ 

ま
さ
し
く
ニ
ー
チ
ェ

の
『
汝
の
立
つ
処
深
く
掘
れ
、
そ

こ
に
必
ず
泉
あ
り
』
で
し
た
（
企

画
政
策
課
・
城
間
氏
）」

　

期
間
中
は
、
参
加
団
体
が
地
元

ラ
ジ
オ
に
出
演
し
た
り
、
参
加
４

団
体
と
自
治
体
、
商
工
会
、
観
光

協
会
、
エ
ア
ビ
ー
の
ホ
ス
ト
が
一

堂
に
介
し
た
交
流
会
を
催
し
、
そ

の
模
様
が
地
元
新
聞
の
取
材
を
受

け
た
り
と
、
メ
デ
ィ
ア
を
巻
き
込

み
な
が
ら
そ
の
熱
を
周
辺
地
域
に

も
伝
え
て
い
っ
た
。
蓋
を
開
け
て

み
れ
ば
参
加
４
団
体
中
、
実
に
３

団
体
が
村
の
エ
ア
ビ
ー
ホ
ス
ト
と

以
前
か
ら
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
、
そ
の
こ
と
が
以
後

の
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上

げ
を
加
速
さ
せ
た
一
因
と
も
思
え

る
。
結
果
、
地
域
と
の
交
流
の
み

な
ら
ず
、
村
に
伝
わ
る
民
話
を
現

代
版
と
し
て
リ
モ
デ
ル
し
て
発
表

し
た
り
、
農
業
を
通
じ
て
人
と
出

会
い
地
域
を
知
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
豊
か
な

歴
史
と
文
化
、
芸
術
、
自
然
と
産

業
を
持
つ
読
谷
村
な
ら
で
は
の
コ

ン
テ
ン
ツ
の
可
能
性
が
さ
ら
に
深

掘
り
さ
れ
る
形
で
進
行
し
て
い
る
。

 「
新
た
に
何
か
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
今
あ
る
も
の
を
見
つ
け
て

磨
く
大
切
さ
を
学
べ
ま
し
た
。
俯

瞰
的
か
つ
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力

が
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
は
大

切
。
今
回
た
く
さ
ん
の
示
唆
に
富

ん
だ
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

一
過
性
に
終
わ
ら
な
い
共
創
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す

（
城
間
氏
）」

村
ら
し
い
新
た
な
価
値
を

共
に
創
造
し
学
び
合
う

地
域
が
大
切
に
し
て
き
た
文
化
の

新
た
な
形
を
提
案

相入れないものを受け入れることを学びたい

豊かなコンテンツを深掘りできる
ワーケーションの可能性

域外のアイデアと
域内のリソースが響き合い
共に育む地域の新たな価値

地 方 創 生

沖縄県

読谷村

with Airbnb

課題の整理

□ 新たな人流をつくりたい

□ 若者への施策を強化したい

□ 地域社会と経済を再構築したい

日本のローカルでは珍しく、高めの出生率や
Uターン、移住者の多さから人口が増加傾向にある沖縄県読谷村。

地域にもともとある豊かな観光コンテンツに新たな価値を付加してくれる
域外の才能とともに、ずっと住みたくなる、訪れたくなる場所を共創する。

城間康彦氏

読谷村 企画政策課

課題解決に向かうには？

域外のゲストと域内プレイヤー
とをつなげてくれるAirbnbホス
トと自治体、商工会、観光協会
などみなで互いに顔が見える関
係性を育み、意見交換し合える
環境をつくることが、持続可能
な取り組みとして重要かつ効果
的といえる

‘69年読谷村生まれ。小・
中・高と地元で過ごす。
現在、読谷村役場 企画
政策課 課長。目指すテー
マは、地方創生を通して
村民や関係人口の方が笑
顔になること

金子智一氏

株式会社マッシグラ沖縄タイムス

‘77年東京生まれ。マッシグラ沖縄タイム
ス代表。沖縄県内でコワーキングスペー
ス「howlive」を5店舗運営。沖縄でのワー
ケーション体験をサポートしている

小葉松氏主催の「農業×
地域×ワーケーションin
沖縄県読谷村」。村の主
要な産業のひとつである
“農業”の分野において、
地域内外の共創で新たな
取り組みが実施できたこ
とは、今後の布石になり
そうだ

選出したワーケーション参加４団体のう
ち３団体は、もともと村のAirbnbホスト
とつながりがあった。彼らは普段なかな
か出会えないような才能や、地域に必要
なソリューションを提供してくれる人材
を地域にもたらす役割も担っている

学んだこと

域外プレイヤーを域内に
もたらすのもホスト

今後はAirbnbホストと行政との交流やつ
ながりを強化し、地域に必要なプレイヤー
を紹介したり、ローカル情報や体験など
の情報を共有することでよりレベルの高
い体験型観光を提供、地域経済への貢献
を高められる取り組みを共に目指す

未来へ向けて

Airbnbホストと
行政との連携を強化

SUPER HOST読谷村の

読谷村 共創・共学ワーケーション

読谷村 学びと未来

「バックパッカーで母親でもある自身のバッ
クグラウンドを反映させた宿の造りになって
います。赤ちゃん、ご老人、ペット……ゲス
トのメンバーの中におけるいちばんの弱者に
優しい造りであればいいなと思い、2軒ある
うちの1軒はバリアフリーです。Airbnbのリ
スティングは、ファシリティではなく、ホス
トの個性がダイレクトに反映される宿泊形態。
それこそが価値で、いちばん好きな側面です。
そしてゲストとのつながりは最大のモーティ
ベーション。大切な友人も何人かでき、その
ことが自己肯定感につながっています」
　松村さんは本年より、世界中のホストの中
から数名だけ選ばれるアドバ
イザリーボード・メンバーと
して活躍する予定だ。

　

本
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
現
地
で
企
画
し
た

「
マ
ッ
シ
グ
ラ
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」は
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
／
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
「how

live

」

の
開
発
・
運
営
、
沖
縄
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
受
け
入
れ
、
そ
し
て
オ
フ
ィ
ス
デ
ザ
イ
ン

事
業
を
軸
に
し
て
い
る
地
元
企
業
だ
。
沖
縄

で
の
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及
に
相
互

協
力
し
て
い
く
た
め
、
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド

ビ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
新
た
に
参
画
し
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
や
価
値
観
を
持
つ
方
々

が
こ
こ
ま
で
一
同
に
集
う
機
会
は
少
な
っ
た

の
で
貴
重
で
し
た
。働
き
方
の
幅
が
広
が
り
、

多
様
な
人
々
と
出
会
え
た
こ
と
が
財
産
で
す

（
マ
ッ
シ
グ
ラ
沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
金
子
氏
）」

　

本
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
機
に
、
新
た
に
生

ま
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
に
ふ
た
つ
。

　

ひ
と
つ
は
、
映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」

な
ど
の
脚
本
家
・
小
寺
和
久
氏
と
、
Ｚ
世
代

の
ア
イ
デ
ア
出
し
を
リ
ー
ド
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
チ
ー
ム
ｄ
ｏ
ｔ
の
富
田
氏
が
中
心
と

な
っ
た
「
現
代
版 

読
谷
村
民
話
よ
ん
で
み

た
ー
ん
そ
ん
?!
」。
村
に
伝
わ
る
５
０
０
０

以
上
の
民
話
の
中
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

も
の
を
ア
レ
ン
ジ
。
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
く

触
れ
ら
れ
る
朗
読
劇
に
仕
立
て
た
。
選
ば
れ

た
４
団
体
が
つ
な
が
り
、
村
の
子
ど
も
も
お

と
な
も
混
じ
り
合
い
共
創
す
る
こ
と
で
、
地

域
が
大
切
に
し
て
き
た
芸
術
の
新
た
な
形
を

提
案
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
農
家
サ

ロ
ン
を
運
営
す
る
小
葉
松
氏
が
地
元
企
業
と

連
携
し
、
開
催
し
た
「
農
業
×
地
域
×
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
in
沖
縄
県
読
谷
村
」。
全
国
各

地
で
活
躍
す
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
農
家
が
集
ま

り
、
農
を
通
し
て
地
域
を
知
り
、
人
と
つ
な

が
る
新
た
な
形
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
証

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

「読谷村 共創・共学ワーケーション」は、関係人口ひいては共創人口
の創出と地域の人材育成を目的にしたプログラム。Airbnbが飛行機や
レンタカー、ワークプレイス、Airbnbリスティングでの宿泊費用など
を対象に、1団体あたり45万円を限度に支援し、実施した。結果、期
間中２度以上にわたって定期的に村を訪れた関係人口は26人以上。参
加した４団体は地域の方々との交流はもとより、それぞれに新たなプ
ロジェクトも立ち上げ、名実ともに共創共学が進んでいる。

第一線で活躍する有名脚本家を軸に、域
外の若者たちや地域のおとな、子どもた
ちも一緒になって、地域の宝を掘り起こ
して伝えた

多くのおとなたちが見守る中、村に育つさまざまな年代の子どもた
ちも、三線など沖縄の伝統楽器を片手に現代版朗読劇を披露した

HACOBUNE　松村理恵さん
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